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研究成果の概要 

本研究では，Mg/LPSO二相および擬単相Mg-Zn-Y合金展伸材をモデル合金として、不均一

組織を有する材料における力学特性発現機構を解明した上で、機能マルチモーダル制御による

Mg合金の力学特性多機能化に関する指導原理を確立し、材料創製へ応用展開することを目的と

している。研究推進のために、マルチモーダル組織を構成する各領域の単体力学特性の支配因

子・作用機構を解析する離散的解析グループ、集団挙動と相互作用が重畳するマルチモーダル

組織の力学特性発現機構を連続体的観点から理解する連続体的解析グループ、不均一系にお

ける変形機構の基礎的知見をもって金属材料全般に適用可能な機能マルチモーダル制御技術を

確立し、広く材料創製に展開する材料創製グループを設定した。 

材料創製グループでは、複数種類のモデル合金を試作して各グループへ供給するとともに、そ

れらの機械的特性と組織の関係を調査した。2022年度は擬単相Mg-Zn-Y合金を低速押出加工

を施すことで 370 MPaを超える耐力と 10%近い延性を両立する展伸材を得た。 

連続体的解析グループでは、引張その場中性子回折実験により、底面<a>辷りが微視的降伏

現象に、非底面辷りの活動が巨視的降伏現象に大きく関与していることを示唆する結果が 2021

年度に引き続き得られた。引張試験中の格子ひずみ変化より、複相合金中の各結晶粒個々が示

す応力ひずみ応答、いわゆる「粒応力」の解析を進め、再結晶粒領域と加工粒領域の強度発現に

対する寄与を議論するに至った。 

離散的解析グループでは、実験においてMg97Zn1Y2合金押出材の動的再結晶粒領域と加工

粒領域のみを FIBにて切り出したマイクロスケール試験片を用いた引張試験を実施し、応力-ひず

み応答のデータを得た。計算においては、底面から柱面への辷り伝播の詳細を解析するための大

規模な分子動力学シミュレーションを実施した。 
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